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特集「情報通信社会の新潮流をつくるモバイル通信と
高度交通システム」の編集にあたって

安本 慶一1,a)

スマートフォンなど新しいユーザデバイスの急速な普及

と次世代無線ブロードバンド通信技術の発展により，モバ

イル通信と高度交通システム（ITS）の研究開発は新しい

展開を迎えようとしている．移動通信システムのよりいっ

そうのブロードバンド化に加え，アプリケーション開発の

自由度の高いスマートフォンの普及の本格化等により，位

置情報やコンテキスト情報などを活用した新たなサービス

の登場が期待されている．今後は，大きく発展を続けるモ

バイル通信や ITS技術を高度に駆使することで，様々な社

会的要請に応える形での情報通信社会の発展を促す新たな

潮流を生み出すことが望まれている．

モバイル通信や高度交通システムに関するテーマでは，

情報処理学会のモバイルコンピューティングとユビキタス

通信（MBL）研究会や高度交通システム（ITS）研究会が

中心となり，毎年 70件以上の優れた論文が研究会で発表

されている．また，1997年から開催され，発表件数が毎年

200を超える DICOMOシンポジウムでも，関連する論文

が数多く発表されており，これらの研究分野の重要性・注

目度が認識できる．これらの分野は，相互に深く関係して

おり，個別の議論と全体を俯瞰した議論の両方が必要であ

ると考えられ，まさに優れた研究成果を幅広く募集し，一

括して掲載することは，研究の推進と発展に寄与すること

になり，大変意義のあることと考える．

本特集号は，上記の趣旨のもと，MBL研究会と ITS研

究会の合同で企画したものである．2011年 12月に論文募

集を行い，2012年 4月 7日投稿締切り，4月 17日に第 1

回編集委員会，6月 18日に第 2回編集委員会，9月 25日

に第 3回編集委員会というスケジュールであった．今回の

投稿件数は，テクニカルノート 1件を含めて 27件であり，

最終的に 10件の論文を採録した．結果，最終的な採録率

は 37%と例年より若干低くなった．

しかしながら，採録された 10件の論文は，主動線や通

行量の推定など交通予測に関するものが 2件，高精度地図

作成や屋内位置推定など位置推定に関するものが 2件，車
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いすや電気自動車を対象とした経路探索に関するものが 2

件，車車間通信の応用と性能解析に関するものが 2件，携

帯端末のセキュリティ，通信感度調整に関するものがそれ

ぞれ 1件と，多岐にわたり，モバイル通信と ITSに関する

主要な研究テーマをカバーしている．特に，位置情報の高

精度化や高度なコンテキストの推定・活用，電気自動車の

充電状況を考慮した経路案内など，最新のトピックを扱う

論文が多く採録され，本特集号の趣旨である，「新潮流をつ

くるモバイル通信と ITS」に相応しい内容になったと考え

ている．

最後に，限られた時間の中で，多様かつ多数の査読を行

い，出版まで至ることができたのは，編集委員や査読者，

学会関係者の皆様の多大なご協力によるものであり，編集

委員長として厚く御礼申し上げる．
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